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■開催時間 9:30～17:50 

時刻 セクション No.  演題（発表順） 発表・講演者名 備考 

9:０0 ～ 9:30 大会受付   受付開始／Zoomの立ち上げ ※接続確認   

9:30 ～ 9:35 開会式   開会の挨拶／事務局案内 学会長：平吹喜彦 総合司会： 田島 

9:35  9:50 
若手研究 

発表① 

（35歳以下） 

1 
津波で倒壊した海岸林における天然更新したクロマツの 13 年間の

動態 

■白鷺
しらさぎ

翔
しょう

真
ま

(広島工業大学)，岡浩平(広島工業大

学) ，齊藤賢治(宮城植物の会)，平吹喜彦(東北

学院大学) 

座長： 平山 

タイムキーパー 

9:50 ～ 10:05 2 牛とヒトが協働した新たな環境再生型農業の実践例 〇前
まえ

田
だ

夏
なつ

穂
ほ

（神戸大学） 

10:05 ～ 10:20 3 
わが国の中山間地域における脱炭素循環地域づくりに関する研究 

―群馬県上野村の木質バイオマス事業からみた事業要件の導出― 

〇村
むら

井
い

優
ひろ

晃
あき

，田島洋輔（日本大学理工学部）， 

小野寺亮太（日本大学大学院） 

10:20 ～ 10:35 （休憩 20分） ※オンライン設定  

10:35 ～ 10:50 

一般研究 

発表① 

（36歳以上） 

4 落ち葉の耐火性について ■林
はやし

 寿則
としのり

（IGES国際生態学センター） 座長： 小山田 

タイムキーパー 

10:50 ～ 11:05 5 
金花茶－シナモンプランテーションが提供する生態系サービス  

―ベトナム国ゲアン省クエホン県での事例― 

■高橋
たかはし

和也
かずや

（Vinh Univ.・NPO法人エコ・地域文化

研究会)・Tran Thi Tuyen (Vinh Univ.)・Phung Minh 

Chau（NPO法人エコ・地域文化研究会）・石澤伸

彰（NPO法人エコ・地域文化研究会） 

11:05 ～ 11:20 6 
絶滅危惧植物ノハナショウブの保全とノハナショウブ・ネットワーク

IrisNetの取組 

〇原慶
はらけい

太郎
た ろ う

（ノハナショウブ・ネットワーク/（公財）

佐倉緑の基金），加藤紀夫（ノハナショウブ・ネッ

トワーク/うらわ自然観察会） 

11:20 ～ 1135 7 
福井県内に造成された環境保全林の 2014年～2024年の成長量に

ついて 

〇小木曽
お ぎ そ

晴
はる

信
のぶ

（福井工業高等専門学校），矢ケ崎

朋樹（IGES国際生態学センター） 

11:35 ～ 11:50 8 太田道灌の時代から徳川幕府の時代における江戸の環境変遷 〇金子
か ね こ

是
これ

久
ひさ

（江戸城天守を再建する会） 

11:50 ～ 13:00 総会（30分）／昼食休憩（40分）  

13:00 ～ 15:00 
シンポジウム 

（120分） 
 

自然環境復元学会・日本ビオトープ協会 合同シンポジウム 

「ネイチャーポジティブによる地域創発―次世代のための自然再生と

持続可能な地域づくり―」 

〇コーディネーター：田島
た じ ま

洋輔
ようすけ

（日本大学理工学部） 

〇砂押
すなおし

一成
かずなり

（株式会社砂押園芸代表取締役，

NPO法人日本ビオトープ協会副会長，一般社

団法人茨城県造園建設業協会副会長ほか） 

〇矢ケ崎
や が さ き

朋樹
と も き

（公益財団法人地球環境戦略研究

機関主任研究員，自然環境復元学会理事 兼 

幹事長ほか） 

司会 

平山理事 
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時刻 セクション No.  演題（発表順） 発表・講演者名 備考 

15:00 ～ 15:15 （休憩 15分）  

15:15 ～ 15:30 

一般研究 

発表② 

（36歳以上） 

9 
消失リスク評価を用いた海浜性希少植物の動態把握と野生復帰に

関する取り組み―『岩手方式』の実践報告― 

〇小山田
お や ま だ

智
とも

彰
あき

，鞍懸重和（岩手県環境保健研究

センター） 

座長： 小木曽 

タイムキーパー 

15:30 ～ 15:45 10 
防災と環境とのバランスを実現可能にする技術（石組みの適用を例

として） 
〇安田

や す だ

陽一
よういち

（日本大学理工学部） 

15:45 ～ 16:00 11 限界集落におけるメタン発酵を用いた地域資源循環の可能性 〇黒田
く ろ だ

桂
か

菜
な

（大阪公立大学） 

16:00 ～ 16:15 12 
「シェア里山」を外部の力で保全する―環境省生物多様性保全推進

支援事業（里山未来拠点形成支援）の取組事例― 
〇沖

おき

 浩志
こ う じ

（ヤマナハウス副代表） 

16:15 ～ 16:30 （休憩 15分）  

16:30 ～ 16:40 
若手研究 

発表② 

（中高校生） 

13 絶滅危惧植物の保全生態学を通した ESD  

〇福井
ふ く い

悠
ゆう

太
た

，山田陸空斗，大里春留，中川紗良，

岩澤良英（横浜サイエンスフロンティア高等学

校），岸良昇馬，末竹叶和，柿本侑里，鄒子惠，

増山結仁，南凪（同附属中学校） 

座長： 矢ケ崎 

タイムキーパー 

  

16:40 ～ 16:50 14 ジャンボタニシの液肥化～液肥の臭いを消そう～ 
■島添

しまぞえ

 渚
なぎさ

，林
はやし

 啓
けい

太
た

，福
ふく

冨
とみ

世
せ

頼
ら

 

（明治学園高等学校） 

16:50 ～ 17:00 15 ナガミヒナゲシの生態学～花期・分布・形態の基礎研究～ ■ファウラー姫瑠
ひ め る

（明治学園中学校） 

17:00 ～ 17:20 閉会式 
  表彰式 

閉会の挨拶 

会長：平吹喜彦
ひらぶきよしひこ

 

理事（主席）：原慶
はらけい

太郎
た ろ う

 

事務局案内 

【注意】発表時間は、計 15分（発表 12分,質疑 3分）とします。但し、若手研究発表②（中高校生）については、発表時間を 10分（発表 8分，質疑 2分）とします。 

 


